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（松本地域） 
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事事事事    業業業業    効効効効    果果果果    
 

※地域活性化のための目標・ねらいに対してどのような効果があったか、項目毎

に記載すること。 

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

 

今後の取り組み今後の取り組み今後の取り組み今後の取り組み    
 

※今後、事業効果をどうつなげていくか記載すること。 

    

    

    

    

    

 

※ 自己評価欄は、地域活性化に及ぼす事業効果について、以下から選択のこと。 

「Ａ」：予定を上回る効果が得られた 「Ｂ」：予定していた効果が得られた 

「Ｃ」：一定の事業効果はあったが事業実施方法や今後の活用等について、工夫や改善を要する点がある 

    

    

事業名 第２回 ゼロエミッション体験会 

事業主体 

（連絡先） 

麻績村観光協会 

麻績村 観光課 0263－67－2133 

事業区分 その他地域の元気を生み出す地域づくりに資する事業 

事業タイプ ソフト 

総事業費 1,125,297 円（うち支援金：651,000 円） 

①観光ＰＲによる誘客 

②官学協働 

※自己評価【Ｂ】 

【理由】同事業を継続して行うこ

とにより、参加者などを通して、

「ゼロエミッション」の取り組み

を発信することができた。今後、

AR アプリ等の新たな取り組みを

活用して、さらなる観光誘客を進

めたい。 

【【【【第２回ソーラー充電バイクポイントツアーの第２回ソーラー充電バイクポイントツアーの第２回ソーラー充電バイクポイントツアーの第２回ソーラー充電バイクポイントツアーの様子様子様子様子】】】】    

    【目標・ねらい】【目標・ねらい】【目標・ねらい】【目標・ねらい】    

①「ゼロエミッション」をテーマに観光ＰＲとして、自然

エネルギーを電源にしたバイク、自転車で観光施設等をチ

ェックポイントとしたスタンプラリーを実施。観光ＰＲと

自然エネルギーを身近に感じるイベントになった。また、

村内外からボランティアスタッフが集まり、皆で作り上げ

ていくイベントが開催できた。 

②親子の物づくりの場と学生の学びの場のイベントになっ

た。併せて、ライントレースカーの電源を乾電池としたこ

とで、小さなお子さんもゼロエミッションの体験ができた

と感じている。 

ソーラー充電バイクや電動アシスト自転車で村内観

光地や史跡を巡りながら、「麻績村の魅力」と「ゼロエ

ミッション」を体験し、村の観光ＰＲとともに次世代エ

ネルギーについて考える機会作り、並びに聖高原で親子

の思い出作りとして、乾電池で走るライントレースカー

（自動運転車）を製作。動力にモーターを使用すること

でゼロエミッションのＰＲとともに、高校生を講師に迎

え製作指導、世代間交流や学生にとっての学びの支援の

場作りを狙った。 

本年は新たにAR アプリを使用したスタンプラリーを

行い、年間を通した観光誘客に取り組んだ。 

ソーラーバイク等によるポイントツアーは全国的にも例が無いため、麻績村の観光イベントと

して、定着できるよう、組織作りを研究検討していきたい。また、今年度作成した AR アプリを

有効的に活用し、年間を通した誘客につなげていきたい。 


